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号

予算
区分 事業名 事業名及び内容

R3予算額
（千円）

部局

1 拡大

長崎開港４５０周
年記念事業費

【事業概要】
　開港450周年を次の50年に向けたスタートの機会として、長崎の歴史や文化を継承し、再認識して
もらうことでシビックプライドの醸成を図る。また交流人口の拡大、新しい港の活かし方や海の楽し
み方の創造につなげる。
【R3事業内容】
　・スタートアップイベント　　　　　　　　 ・長崎港の魅力向上事業　　　　・開港記念式典
　・長崎開港450周年記念連携補助　 ・長崎開港フェスタ450　　　  　　・海洋シンポジウム（仮）
　・長崎港の歴史・文化等継承事業

65,000

企
画
財
政
部

2 新規

芸術文化大会等
出場奨励事業費

【事業概要】
　小中学生及び高校生の芸術文化活動を応援するため、部活動以外で芸術文化分野の全国大会
等に出場する場合、奨励金を交付する。
【対象者】
　ア　本市在住の小学生、中学生又は高校生
　イ　本市在住の小学生、中学生又は高校生が所属する団体における本市在住の指導者

4,032

3 拡大

プロスポーツ応
援事業費

【事業概要】
　「みる」スポーツ・「支える」スポーツの振興を図るため、Ｖ・ファーレン長崎を応援する市民応援ＤＡ
Ｙ業務委託等を実施してきたものに、令和2年10月に発足したプロバスケットボールチーム、長崎
ヴェルカを応援するための予算を追加するもの。

9,000

4

【補助】児童福祉
等施設整備事業
費
　全天候型子ど
も遊戯施設

【事業概要】
　あぐりの丘に子どもが遊びながら成長できる全天候型の子ども遊戯施設を整備するもの。
【総事業費】　1,101,035千円
【事業期間】R1～R4　R1　基本計画
　　　　　　　　　 R2　実施設計、土質調査、周辺施設解体工事
　　　　　　　　　 R3　建設工事
　　　　　　　　　 R4　建設工事・外構工事

552,000

5 新規

子ども食堂開設
応援費

【事業概要】
　民間の自主的な取組みである子ども食堂の開設を検討している者を応援するため、その運営を
熟知した「子ども食堂開設応援アドバイザー」を派遣し、相談に応じ、助言、情報提供等を行うもの。 270

6 新規

【補助】児童福祉
等施設整備事業
費
　子育て支援セ
ンター

【事業概要】
　在宅で育児をしている親の孤独感や不安感の軽減を図ることを目的とし、子育てに関する相談や
情報提供、交流や仲間づくりができる場として子育て支援センターを開設するため、改修工事を行う
もの。
【R3事業内容】
　子育て支援センター未設置区域である深堀、滑石、小江原の老人デイサービスセンター跡を改修
し、 子育て支援センターを開設するための改修工事

66,000

7 新規

【単独】児童福祉
等施設整備事業
費
　子育て支援セ
ンター

【事業概要】
　子育て支援センター未設置区域である「江平・山里区域」に子育て支援センターを新設するため、
建設に係る実施設計業務委託を行うもの。
【設置予定場所】
　長崎市平和町7-1（天主公園内の里・中野郷会館の解体後の跡地）

3,500

8 拡大

子育て支援セン
ター運営費

【事業概要】
　在宅で育児をしている親の孤独感や不安感の軽減を図ることを目的とし、子育てに関する相談や
情報提供、交流や仲間づくりができる場として設置している子育て支援センターの運営に対し補助
を行う。
【拡大内容】
　子育て支援センターの運営経費の一部に充当している1日1組あたり100円の利用料を無料とし、
それに相当する額の補助金を増額する（拡大分　3,882千円）。

77,558

9 拡大

放課後児童健全
育成費

【事業概要】
　保護者が就労等により昼間家庭にいない小学生に対して、放課後等の適切な遊びや生活の場を
提供し健全な育成を図る。
【拡大内容】
　ひとり親等世帯、就学援助受給世帯及び生活保護受給世帯（傷病理由）の児童が放課後児童ク
ラブを利用する場合の、長期休暇の追加の利用料に係る減免費補助を実施する（拡大分17,800千
円））。
【補助額】
　児童1人につき　春3,000円、夏6,000円、冬2,000円（各季ごとの減免額上限）

1,596,666

令和３年度 子どもに関する予算の主な内容（当初予算分）
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長崎市の「めざす2030年の姿」を具体化し、長崎のまちの魅力を高める
その魅力を市内外に情報発信することで定住・移住を促進する

芸術文化、スポーツ・レクリエーションの活性化

地域における子育てを支える場の充実

子育て家庭のニーズに合った支援の充実

市
民
生
活
部
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10 新規

子どもの貧困対
策推進計画策定
費

【事業概要】
　子どもの貧困対策については、社会全体で取り組むべき課題であり、貧困対策を総合的に推進
するための計画を策定するもの。
　令和３年度は、子ども及び保護者の現状を把握し、支援を必要とする子どもやその家庭に必要な
施策を検討する基礎資料とするため、国が示す調査項目等を基に、小学５年生、中学２年生及びそ
の保護者を対象に、生活実態等を把握するための調査を実施する。
　計画は、国の「子供の貧困対策に関する大綱（令和元年11月）」や「長崎県子どもの貧困対策推
進計画（令和2年10月策定）」等を踏まえて策定することとなっている。
【事業期間】R3～R4

3,000

11 新規

予防接種再接種
費

【事業概要】
　予防接種法に基づき実施される定期予防接種のうち、骨髄移植等の医療行為を受けたことによ
り、予防接種で得た免疫が失われた方に対し、20歳未満までに再接種した費用を助成する。 905

12 新規

市立保育所費
　ＩＣＴ化推進費
市立認定こども
園費
　ＩＣＴ化推進費

【事業概要】
　保育士等の事務負担の軽減を図り、子どもと向き合う時間を増やすことで、保育の質の向上につ
なげるとともに、保護者の利便性の向上を図るため、保育業務支援システムを市立保育所（５ヵ所）
及び市立認定こども園（１ヵ所）に導入する。
（市立保育所費　9,106千円、市立認定こども園費　1,770千円）

10,876

13 新規

放課後児童クラ
ブ等ＩＣＴ化推進
事業費補助金

【事業概要】
　放課後児童クラブ、子育て支援センターにおいて、運営や相談支援のＩＣＴ化を推進するために必
要な経費を補助する。
【R3事業内容】
　利用児童等の入退室管理や、オンライン会議やオンラインを活用した相談支援に必要なＩＣＴ機器
の導入等の環境整備に係る費用を補助することで、業務のＩＣＴ化を推進する。また、研修をオンラ
インで受講できるよう、必要なシステム基盤の導入に係る費用を補助する。

42,862

14 新規

保育所等魅力向
上支援事業費

【事業概要】
　長崎市全体の保育の質の向上及び保育現場の職場環境改善を図ることを目的とした講演会や先
進事例の発表会を開催する。

1,900

15 拡大

産前産後支援事
業費

【事業概要】
　産後ケア事業は、出産後の心身の不調や育児不安を軽減するため、支援が必要な母子に対し
て、産科医療機関等において、ショートステイやデイケアによる心身のケアや育児の支援を行うもの
（産後ケア事業分2,059　千円）。
【拡大内容】
１　利用期間の延長　ショートステイ　出産後3か月未満→出産後6か月未満
                             デイケア　　　　出産後4か月未満→出産後1年未満
２　委託料の見直し　ショートステイ   （1泊2日）　16,350円　 →   29,000円
　　　　　　　　　　      デイケア　　　   （1回半日）  5,300円    →     7,500円

3,438

16 拡大

特定不妊治療助
成費

【事業概要】
　子どもを望む夫婦を支援するため、医療保険が適用されず高額な医療費がかかる特定不妊治療
に要する費用の一部を助成し、経済的負担を軽減する（拡大分　42,358千円）。
【拡大内容】
　支給要件及び助成金の拡充を行う。
　１支給要件・支給対象者を事実婚の夫婦まで拡大
　  　　　　・所得制限の撤廃
　　　　　　・助成回数を夫婦の通算回数から、子ども1人の出産ごとに回数
　　　　　　　（6回、40歳以上43歳未満は3回）をリセット
　２助成金　１回の治療（男性不妊治療も含む。）に対する助成金を一律30万円に変更。
　　　　　　（ただし、採卵を伴わない凍結胚移植及び採卵したが卵が得られない等で
　　　　　　　治療を中止した場合の助成金は一律10万円）

108,570

17 拡大

子ども医療対策
費

【事業概要】
　子どもの健康保持と子育て家庭の経済的負担の軽減を図るため、子どもの医療費の一部を助成
する。
【拡大内容】
　小学生と中学生（乳幼児は県下全ての自治体で現物給付での助成）の助成について、令和3年10
月から現物給付での助成対象市町を長崎市のみから「諫早市、西海市、時津町、長与町」の隣接
する4自治体全てに拡大する（拡大分　18,491千円）。
　（※ひとり親家庭・寡婦医療対策費についても同様の取扱いとする。）

1,098,788
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18

子どもを守るネッ
トワーク推進費

青少年健全育成
活動費補助金

【事業概要】
　子どもを守るネットワーク推進費　子どもを守るネットワーク活動に対する助成を行う。
　青少年健全育成活動費補助金　青少年育成協議会に対して、日常活動費・体験活動費を補助す
る。
【R3事業内容】
　それぞれの補助金の制度を見直し、実態に即した形で地域にとって使いやすい補助金に改める。
１．子どもを守るネットワーク推進事業費補助金(※パトロール活動など日常的な活動の運営に係る
経費を対象とし、行事的な経費については、育成協補助金に集約する。)
　日常活動及び交流活動（10/10補助）→日常活動のみ（交流活動は廃止）（10/10補助）
　　（補助上限：15万円）→（7万円）
２．青少年健全育成活動事業費補助金
　（１）日常活動費（10/10補助）→運営費（10/10補助）
　　（補助上限：中学校区12万円、小学校区6万円）→（全校区5万円）
　（２）体験活動費（1/2補助）→事業費（10/10補助）
　　（補助上限20万円は変わらず。ただし１体験活動あたりの上限10万円を撤廃する。）

18,258

19

定期予防接種費 【事業概要】
 伝染のおそれがある疾病の発生及びまん延を予防するために、予防接種法の規定に基づく、定期
予防接種を行う。
【R3事業内容】（主な内容）
１　ロタウイルスワクチン予防接種の通年化
２　子宮頸がん予防ワクチン情報の個別送付の開始

763,449

20

子どもの見守り
強化事業費

【事業概要】
　コロナ禍において、子どもの見守り体制を強化し、支援が必要な子ども等を早期に発見し、児童虐
待に至る前に適切な支援につなぐもの。
【事業内容】
　子どもの見守り強化事業業務委託　9,719千円
【委託先】一般社団法人　ひとり親家庭福祉会ながさき

9,719

21

妊産婦新型コロ
ナウイルス感染
症対策費

【事業概要】
　新型コロナウイルス感染症の流行が続く中で、妊産婦は日常生活が制約され、自身のみならず胎
児・新生児の健康等について、強い不安を抱えて生活している状況であるため、安心して出産・育
児ができるように妊産婦への寄り添った支援を総合的に実施する。
【Ｒ３事業内容】
１　不安を抱える妊婦への分娩前の検査（希望する妊婦へのPCR検査）
２　ウイルスに感染した妊産婦への支援（保健師や助産師による訪問ケア等）
３　育児等支援サービスの提供（育児等支援サービス利用費の助成）
　（出産前後6か月間のうち、産後2か月間は、国の制度の月4回と市単独分をあわせ、月12回まで
の利用を助成する。）

60,878

22 拡大

ブロック塀等除却
費補助金事業

【事業概要】
　通学路に面するブロック塀等の所有者が実施する除却工事に係る経費の一部を補助する。
【拡大内容】
　補助対象を、通学路（指定通学路のみ）に面する塀としていたが、さらに子どもたちの利用する通
路の安全を守る観点から、通学路（指定通学路及び学校が認める通学経路）に拡大する（拡大分
1,520千円）。

3,840
建
築
部

こ
ど
も
部

安全で快適な住まいとまちをつくる

新型コロナウイルス禍における子育て支援の充実
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23 新規

小学校管理費
　教育ＩＣＴ推進費

【事業概要】
　「ＧＩＧＡスクール構想」に即して整備している、学習者用コンピュータや高速大容量の通信ネット
ワーク等ＩＣＴ機器を十分に活用し、Society5.0の時代を生きるために必要な力となる情報活用能力
を育成する。
【コロナ対策内容】
　新型コロナウイルス感染症の影響によって、「GIGAスクール構想」が急加速し、当初令和5年度ま
でを予定していた「児童生徒1人１台端末整備」がオンライン学習などへの対応のため大幅に前倒し
され、令和2年度中に校内ＬＡＮ、端末などのハード面の整備は完了する。
　全国的な新型コロナウイルス感染拡大が続く中、再び臨時休校措置が必要となることを想定し、
整備したＩＣＴ機器を十分活用し、オンライン学習ができるように、教員への技術支援や研修等ソフト
面を整えることもあわせて急務となっているため、ＩＣＴ支援員を配置する（コロナ対策分　40,154千
円）。
【事業期間】（ＩＣＴ支援業務委託）　R2.11～R5
【コロナ対策以外の内容】
　小学校4校を「フロンティア・ギガスクール」（FGS）に指定し、1人1台端末を使用した授業や家庭で
の活用について先行実践を行う。　280千円（70千円×4校）

149,682

教
育
委
員
会

24 新規

中学校管理費
　教育ＩＣＴ推進費

【事業概要】
　「ＧＩＧＡスクール構想」に即して整備している、学習者用コンピュータや高速大容量の通信ネット
ワーク等ＩＣＴ機器を十分に活用し、Society5.0の時代を生きるために必要な力となる情報活用能力
を育成する。
【コロナ対策内容】
　新型コロナウイルス感染症の影響によって、「GIGAスクール構想」が急加速し、当初令和5年度ま
でを予定していた「児童生徒1人１台端末整備」がオンライン学習などへの対応のため大幅に前倒し
され、令和2年度中に校内ＬＡＮ、端末などのハード面の整備は完了する。
　全国的な新型コロナウイルス感染拡大が続く中、再び臨時休校措置が必要となることを想定し、
整備したＩＣＴ機器を十分活用し、オンライン学習ができるように、教員への技術支援や研修等ソフト
面を整えることもあわせて急務となっているため、ＩＣＴ支援員を配置する（コロナ対策分　20,879千
円）。
【事業期間（ＩＣＴ支援業務委託）】　R3～R5
【コロナ対策以外の内容】
　中学校3校を「フロンティア・ギガスクール」（FGS）に指定し、1人1台端末を使用した授業や家庭で
の活用について先行実践を行う。　210千円（70千円×3校）

87,669

25 新規

高等学校管理費
　教育ＩＣＴ推進費

【事業概要】
　「ＧＩＧＡスクール構想」に即して整備している、学習者用コンピュータや高速大容量の通信ネット
ワーク等ＩＣＴ機器を十分に活用し、Society5.0の時代を生きるために必要な力となる情報活用能力
を育成する。
【コロナ対策内容】
　新型コロナウイルス感染症の影響によって、再び臨時休校措置が必要となることなどを想定し整
備したＩＣＴ機器を十分活用し、オンライン学習・家庭学習ができるように、教員への技術支援や研修
等ソフト面を整えることも急務となっているため、ＧＩＧＡスクールサポーターを配置する（コロナ対策
分　5,172千円）。
【事業期間（ＩＣＴ支援等業務委託）】　R3

40,775

26 新規

中学校管理費
教科書・指導書
購入費

【事業概要】
　令和3年度教科書改訂に伴い、教師用教科書、指導書及びデジタル教科書を購入する。

73,081

27 新規

小学校管理費
運営費
中学校管理費
運営費

【事業概要】
　学校運営に必要な消耗器材、備品、各種経費を支出する。
【R3事業内容】
　学校プール施設の約７割が老朽化し、その多くが更新時期を迎えていることから、施設整備に多
額の費用がかかることが想定される。また、ランニングコストについても多額の費用がかかってい
る。
　このことから、民間プール等活用に向けて、導入初年度については、実施するうえでの課題の洗
い出しを行い、事業の有効性について検証するため、モデル事業を実施するもの（新規分　7,312千
円）。
・日吉小中学校、西浦上小学校、西山台小学校、大浦中学校

306,955

28

【単独】小学校整
備事業費
　西町小校舎等
改築

【事業概要】
　西町小学校は、最も古い校舎が昭和31年に建築され、築65年が経過し、校舎の老朽化が著しい
ため、早期に施設全体の再整備を行い、教育環境の改善を図る。
【総事業費】　2,838,500千円
【事業期間】　Ｒ3～Ｒ9
【R3事業内容】　基本実施設計、測量設計、内部改修

69,700

教
育
委
員
会

次代を見据えた教育環境の整備
・ｓｏｃｉｅｔｙ5.0　に向けたＩＣＴ機器の活用推進

教
育
委
員
会

重点的
施策

次代を見据えた教育環境の整備
・学校施設の計画的な整備

重点的
施策

4



番
号

予算
区分 事業名 事業名及び内容

R3予算額
（千円）

部局

令和３年度 子どもに関する予算の主な内容（当初予算分）

29 新規

【単独】中学校整
備事業費
　琴海中校舎等
改築

【事業概要】
　琴海中学校は、最も古い校舎が昭和40年に建築され、築56年が経過し、校舎の老朽化が著しい
ため、早期に校舎の改築を行い、教育環境の改善を図る必要があることから、校舎等の建替えに
向けた調査等を行う。
【R3事業内容】
　土質調査、登記測量調査、敷地測量調査、石綿含有調査

14,100

教
育
委
員
会

30 新規

施設管理運営費
　恐竜博物館運
営費

【事業概要】
　長崎市恐竜博物館の管理運営を行う（開館日　令和3年10月29日）
【R3事業内容】
・恐竜化石調査研究費
・開館後調査研究室管理費
・開館前までの施設維持管理及び広報費
・恐竜博物館運営協議会運営費

20,417

31

【単独】恐竜博物
館整備事業費
　恐竜博物館建
設

【事業概要】
　長崎市恐竜博物館の建設を行う。
【総事業費】　2,097,040千円
【事業期間】　Ｈ30～Ｒ3
【R3事業内容】　展示施工、恐竜オブジェ制作（3基）

216,400

32

中学校教育振興
費
　要保護及び準
要保護生徒就学
援助費

【事業概要】
　経済的な理由によって、就学困難と認められる生徒（中学生）の保護者に対し学用品費、学校給
食費、修学旅行費等を支給する。
【コロナ対策内容】
　令和2年度中学校2年生で実施する予定であった修学旅行を、新型コロナ感染症対策のため令和
3年度に実施を延期した学校の就学援助対象者に対し、修学旅行に係る費用を支給する（コロナ対
策分　31,013千円）。
・対象校　26校
・対象者　575人

182,090

教
育
委
員
会

33 新規

学校運営協議会
費

【事業概要】
　学校運営協議会を設置し、学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある
学校づくりをすすめるもの。
【R3事業内容】
　学校運営協議会において、校長が作成する学校運営の基本方針の承認や、学校運営に関する
意見の提示等を行う。
・委　員・・・保護者代表、地域住民（自治会長、民生委員等）　等
・実施校・・・三重小、横尾小、青潮学園

520

教
育
委
員
会

次代を見据えた教育環境の整備
・学校・地域・家庭の連携・協同の推進などその他の取組み

重点的
施策

重点的
施策

重点的
施策

次代を見据えた教育環境の整備
・恐竜博物館の建設

教
育
委
員
会

次代を見据えた教育環境の整備
・新型コロナウイルス感染症対策（新しい生活様式を取り入れた教育活動の継続）
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